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「
『
無
駄
を
省
く
』
と
い
う
と
　
な
ど
を
求
め
る
「
生
活
保
護
制
度

こ
ろ
に
生
活
保
護
行
政
が
位
置
付
　
の
抜
本
的
改
革
に
か
か
る
提
案
」

け
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
生
活
保
護
　
を
厚
生
労
働
相
に
提
出
（
1
2
年
７

の
件
数
減
ら
し
を
競
い
合
う
と
い
　
月
）
し
ま
し
た
。

う
こ
と
に
な
り
ま
す
」
。
ケ
ー
ス
　
　
国
に
制
度
改
悪
を
迫
る
一
方

ワ
ー
カ
ー
の
経
験
を
持
つ
大
阪
市
　
で
、
改
悪
を
待
た
ず
に
独
自
の

役
所
労
組
の
中
出
直
和
副
委
員
長
　
　
「
大
阪
市
方
式
」
－
①
働
け
る

1 5

は
、
こ
う
指
摘
し
ま
す
。
　
　
　
　
～
6
4
歳
の
生
活
保
護
か
ら
の
排
除

　
　
　
　
卜
ｒ
ｒ
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
強
化
②
扶
養
義
務
の
強
化
③
介

　
　
　
　
徊
除
を
強
め
る
　

謹
賀
の
一
部
自
己
負
担
強
要
④
過

　
橋
下
徹
市
長
の
も
と
で
、
大
阪
　
度
な
不
正
受
給
対
策
な
ど
ー
で
保

市
で
は
昨
年
、
全
国
の
政
令
市
で
　
護
申
請
を
断
念
さ
せ
、
却
下
し
て

唯
一
、
生
活
保
護
世
帯
が
減
少
し
　
い
ま
す
。

ま
し
た
。
高
齢
世
帯
が
増
え
、

1 5
　
　
中
山
氏
は
「
成
果
主
義
で
、
職

歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
稼
働
年
齢
世
　
員
に
は
成
果
が
求
め
ら
れ
、
保
護

帯
が
減
少
し
ま
し
た
。
全
国
に
先
　
賀
を
減
ら
す
こ
と
を
最
優
先
に
す

駆
け
た
抑
制
限
で
稼
働
年
齢
層
の
　
る
と
い
う
流
れ
が
ど
ん
ど
ん
強
ま

生
活
保
護
か
ら
の
排
除
が
強
ま
っ
　
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
橋
下
市
長
は
、
保
護
賀
の
削
減
　
　
生
活
保
護
は
、
憲
法
2
5
条
が
保

を
目
的
と
し
て
、
稼
働
年
齢
層
を
　
障
す
る
生
存
権
を
具
体
化
し
、

生
活
保
護
か
ら
排
除
し
、
医
療
費
　
「
要
件
を
満
た
す
限
り
…
無
差
別

・
介
護
賀
の
自
己
負
担
制
の
導
入
　
平
等
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

｢違反なら憲法を変えろ｣
　
（
生
活
保
護
法
２
条
）
国
民
の
権

利
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
人
口
に
占
め
る
日

本
の
保
護
受
給
率
は
Ｉ
・
６
価

　
言
１
１
年
）
、
ド
イ
ツ
の
９
・
７
％

　
（
0
8
年
）
や
イ
ギ
リ
ス
の
９
・
７

％
（
0
8
年
）
な
ど
諸
外
国
と
比
べ

て
も
低
く
、
膨
大
な
貧
困
層
が
放

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
運
動
で
退
場
へ

　
貧
困
層
を
な
く
す
の
で
は
な

く
、
ひ
た
す
ら
生
活
保
護
費
の
抑

制
に
走
っ
て
い
る
の
が
橋
下
市
政

「
就
労
・
自
立
」
を
強
く
求
め
る

厚
労
省
の
方
針
を
伝
え
た
記
事

を
張
り
出
す
浪
速
区
の
掲
示
板

で
す
。
橋
下
市
長
は
「
生
活
保
護

を
も
ら
う
代
わ
り
に
働
く
こ
と
を

義
務
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
公
言
。
奴
隷
的
拘
束
や
苦
役
か

ら
の
自
由
を
う
た
う
憲
法
1
8
条
に

　
「
違
反
で
あ
れ
ば
、
憲
法
を
変
え

る
か
、
解
釈
を
変
え
れ
ば
い
い
」

　
（
６
月
1
5
日
、
街
頭
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
）
と
言
っ
て
は
ば
か
り

ま
せ
ん
。

　
　
「
大
阪
は
全
国
で
も
貧
困
が
進

ん
で
い
る
地
域
で
す
。
自
治
体
と

し
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
賃
金

の
確
保
と
社
会
保
障
の
充
実
が
必

要
な
の
に
、
橋
下
市
政
で
は
そ
う

い
う
政
策
が
欠
落
し
て
い
る
」
と

指
摘
す
る
の
は
全
大
阪
生
活
と
健

康
を
守
る
会
連
合
会
の
大
口
耕
吉

郎
会
長
。
大
阪
市
で
行
わ
れ
て
い

る
「
適
正
化
」
が
ひ
ど
い
人
権
侵
害

で
保
護
率
を
減
少
さ
せ
て
い
る
と

告
発
し
ま
す
。
「
大
本
に
は
、
憲
法

違
反
を
承
知
で
生
活
保
護
・
社
会

保
障
を
敵
視
す
る
橋
下
・
維
新
の

会
の
政
策
が
あ
る
。
西
成
、
浪
速

両
区
の
生
活
保
護
の
面
接
ブ
ー
ス

に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
な

ど
、
生
活
保
護
世
帯
を
犯
罪
者
扱

い
す
る
橋
下
・
維
新
政
治
を
、
運

動
で
退
場
さ
せ
た
い
」
（
お
わ
り
）
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